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中
部
鋼
鈑

全鉄連

50
周
年
式
典
を
中
止

安
全
面
な
ど
考
慮

重仮設リース

5月稼働率
53％に低下

暑
気
払
い
中
止

東
京
鋼
板
シ
ヤ
ー
組
合

淀
鋼
募
集
新
株

予
約
権
82
個

関
東
地
区
の
Ｈ
形
鋼
市
況
は
強
弱
材
料
が
交
錯
し
て
い
る
。
供
給
面
で
は
日
本
製
鉄
や
日
鉄

ス
チ
ー
ル
、
東
京
製
鉄
、
ヤ
マ
ト
ス
チ
ー
ル
な
ど
が
Ｈ
形
鋼
で
ト
ン
5
0
0
0
円
の
販
売
価
格

引
き
上
げ
を
発
表
。
た
だ
、
市
中
の
荷
動
き
は
低
調
に
推
移
し
「
下
値
の
切
り
上
げ
が
精
い
っ

ぱ
い
の
状
況
」（
流
通
筋
）だ
。
足
元
で
は
極
端
な
安
値
折
り
合
い
を
避
け
る
動
き
に
と
ど
ま
り
、

形
鋼
扱
い
筋
は
季
節
な
り
の
需
要
期
を
見
据
え
つ
つ
、
段
階
的
に
価
格
改
善
を
進
め
る
意
向
を

示
す
。

東
京
と
き
わ
会
に
お
け

る
Ｈ
形
鋼
の
6
月
末
在
庫

量
は
前
月
比
9
・
7
％
減

の
2
万
8
8
0
0
㌧
と
4

カ
月
連
続
で
減
少
。
流
通

の
仕
入
れ
抑
制
が
影
響

し
、
減
少
傾
向
が
鮮
明
と

な
っ
て
い
る
。
在
庫
率
は

0
・
75
㌽
減
の
2
・
10
カ

月
と
な
っ
た
。
サ
イ
ズ
別

で
み
る
と
、
広
幅
の
在
庫

率
は
1
・
92
カ
月
と
な

り
、
目
安
の
2
カ
月
を
下

回
る
な
ど
需
給
バ
ラ
ン
ス

は
改
善
に
向
か
っ
て
い

る
。6

月
の
日
当
た
り
出
庫

量
は
前
月
と
同
様
の
6
2

0
㌧
だ
っ
た
。
月
次
ベ
ー

ス
の
出
庫
は
前
年
同
月
比

2
・
2
％
増
の
1
万
3
7

0
0
㌧
と
な
り
、
5
月

（
18
・
2
％
減
）
の
マ
イ

ナ
ス
幅
か
ら
大
幅
に
改

善
。
今
後
は
季
節
性
の
需

要
期
を
迎
え
る
こ
と
も
あ

り
、
市
中
の
荷
動
き
は
底

入
れ
の
気
配
が
出
始
め
て

い
る
よ
う
だ
。

た
だ
、
在
庫
が
減
る
中

で
も
、
出
庫
の
絶
対
値
は

低
い
た
め
「
品
薄
感
は
依

然
と
し
て
生
じ
て
い
な

い
」（
流
通
幹
部
）
状
況
。

多
く
の
扱
い
筋
が
仕
入
れ

抑
制
を
継
続
し
て
い
る
が

「
品
ぞ
ろ
え
や
メ
ー
カ
ー

と
の
関
係
な
ど
を
考
慮
す

る
と
、
完
全
に
申
込
を
な

く
す
こ
と
は
難
し
い
。
在

庫
が
少
な
い
分
、
値
上
げ

玉
へ
の
入
れ
替
え
も
早

い
」（
同
）
と
仕
入
れ
コ
ス

ト
の
上
昇
を
警
戒
す
る
。

先
々
の
需
要
環
境
は
新

型
コ
ロ
ナ
影
響
に
よ
る
下

振
れ
リ
ス
ク
が
残
る
一

方
、
今
後
の
本
格
的
な
値

上
げ
玉
入
庫
、
在
庫
簿
価

の
上
昇
時
期
を
考
慮
す
る

と
「
早
期
に
相
場
を
下
回

る
安
値
を
切
り
上
げ
、
8

月
に
は
メ
ー
カ
ー
値
上
げ

分
の
転
嫁
に
向
け
て
本
腰

を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
」

（
別
の
流
通
幹
部
）
と
の

声
も
あ
る
。

目
先
は
東
京
製
鉄
が
明

日
14
日
に
発
表
す
る
販
売

姿
勢
を
材
料
視
す
る
展
開

と
な
り
そ
う
だ
。

日
本
貿
易
保
険
（
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｉ
）
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受
け

た
新
た
な
支
援
策
に
乗
り

出
し
て
い
る
。
海
外
子
会

社
の
運
転
資
金
調
達
支
援

と
し
て
、
1
兆
5
0
0
0

億
円
の
保
険
引
受
枠
を
設

定
し
、
海
外
子
会
社
か
ら

第
3
国
へ
の
輸
出
支
援
策

と
し
て
現
地
損
保
子
会
社

へ
の
再
保
険
を
提
供
し
て

い
る
。
世
界
的
に
需
要
が

急
減
、
新
興
国
の
政
府
の

財
務
体
質
が
悪
化
し
、
日

本
が
絡
む
鉱
山
や
イ
ン
フ

ラ
計
画
な
ど
へ
の
影
響
も

懸
念
し
て
お
り
、
支
援
体

制
を
敷
く
。
コ
ロ
ナ
禍
で

新
興
国
か
ら
先
進
国
ま
で

多
様
な
リ
ス
ク
が
顕
在
化

す
る
な
か
、
中
堅
、
中
小

企
業
を
含
め
、
利
用
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。

9
日
会
見
し
た
黒
田
篤

郎
社
長
は
鉄
鋼
、
自
動
車

な
ど
輸
出
や
投
資
、
海
外

か
ら
の
第
3
国
向
け
輸
出

減
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
の
需
要

急
減
な
ど
の
状
況
を
説

明
。
イ
ン
ド
の
全
土
封
鎖

に
よ
る
鉄
鋼
輸
出
の
手
形

不
払
、
都
市
封
鎖
下
の
フ

ラ
ン
ス
向
け
鋼
材
輸
出
で

荷
役
停
滞
に
よ
る
追
加
滞

船
料
な
ど
、
保
険
金
を
支

払
っ
た
例
を
挙
げ
た
。
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｉ
が
保
険
を
付
け
た

銅
、
ニ
ッ
ケ
ル
な
ど
鉱
山

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
融
資
の

繰
延
要
請
も
出
て
い
る
と

い
う
。

現
時
点
の
保
険
金
支
払

い
確
定
は
約
64
億
円
だ

が
、
今
後
は
途
上
国
の
政

府
財
政
の
悪
化
に
よ
り
、

鉱
山
、
イ
ン
フ
ラ
開
発
の

現
地
政
府
保
証
が
履
行
で

き
な
い
な
ど
、
よ
り
大
き

な
リ
ス
ク
の
顕
在
化
を
想

定
す
る
。
黒
田
社
長
は
2

0
2
0
年
度
の
保
険
金
支

払
い
は
7
0
0
億
―
1
0

0
0
億
円
と
設
立
以
来
最

大
規
模
を
覚
悟
し
て
い
る

と
い
う
。

海
外
子
会
社
の
運
転
資

金
調
達
資
源
は
既
に
約
8

0
0
0
億
円
相
当
の
相
談

を
受
け
て
い
る
。
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
時
に
も
同

様
に
約
1
兆
円
の
保
険
引

受
実
績
が
あ
り
、
当
時
を

上
回
る
規
模
で
備
え
る
。

外
国
の
保
険
免
許
を
持

た
な
い
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
は
海
外

日
系
子
会
社
を
直
接
輸
出

保
険
で
支
援
で
き
な
い

が
、
日
系
損
保
の
現
地
子

会
社
へ
の
再
保
険
を
通
じ

て
輸
出
保
険
を
提
供
す

る
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ン
グ
を

進
め
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
香
港
、
タ
イ
、
ベ

ト
ナ
ム
、
英
国
の
日
系
損

保
と
フ
ロ
ン
テ
ィ
ン
グ
契

約
し
、
支
援
を
急
ぐ
。

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
は
政
府
1
0

0
％
出
資
機
関
と
し
て
民

間
が
取
れ
な
い
リ
ス
ク
を

引
き
受
け
、企
業
の
輸
出
、

海
外
投
資
、
海
外
へ
の
融

資
を
支
援
し
て
い
る
。
輸

出
代
金
の
3
カ
月
以
上
の

不
払
い
、
海
外
工
場
な
ど

の
1
カ
月
以
上
の
事
業
休

止
、
融
資
返
済
の
3
カ
月

以
上
の
不
払
い
な
ど
リ
ス

ク
を
引
き
受
け
る
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
（
織
田
直

祐
社
長
）は
10
日
、
風
力
、

太
陽
光
、
水
力
、
地
熱
、

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
国
内
外

で
成
長
が
見
込
ま
れ
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

の
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
を
念
頭

に
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
鋼
材
貿
易
チ
ー
ム
」
を

鉄
鋼
貿
易
本
部
内
に
1
日

付
で
発
足
し
た
と
発
表
し

た
。温
暖
化
防
止
に
向
け
、

省
エ
ネ
や
温
暖
化
ガ
ス
排

出
削
減
の
た
め
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
ニ
ー
ズ

は
強
ま
り
、
脱
石
炭
へ
の

政
策
転
換
か
ら
洋
上
風
力

発
電
な
ど
発
電
を
中
心
に

国
内
外
で
同
分
野
の
動
き

が
活
発
化
し
て
い
る
。
厚

板
な
ど
関
連
す
る
鋼
材
を

海
外
で
販
売
、
国
内
で
は

ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
、
厚
板

な
ど
の
関
連
鋼
材
の
拡
販

に
当
た
る
。
前
年
度
に
は

関
連
鋼
材
で
数
万
㌧
規
模

の
販
売
実
績
が
あ
り
、
2

0
2
0
年
度
は
倍
増
を
目

指
す
。

同
社
で
は
、
コ
ロ
ナ
後

を
見
据
え
、Ｅ
Ｓ
Ｇ（
環
境

・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）の

関
連
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
も
捉

え
て
展
開
を
伸
ば
す
。
環

境
対
応
と
し
て
同
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
風
力
発
電

な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
を
一
元

管
理
し
、
伸
展
す
る
分
野

で
の
市
場
開
拓
を
図
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
量
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
40
年
に
は
発
電
量
の

6
分
の
1
を
占
め
る
と
い

わ
れ
、
経
済
の
発
展
と
と

も
に
中
長
期
的
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
量
の
な
か
で
も

特
に
増
え
る
と
予
測
そ
れ

る
。
洋
上
風
力
発
電
に
つ

い
て
は
、
台
湾
、
韓
国
が

政
策
的
に
拡
大
を
進
め
て

お
り
、
日
本
国
内
で
も
急

ピ
ッ
チ
で
拡
大
策
が
推
進

さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
動
向
を
踏
ま

え
、
同
社
で
は
風
力
発
電

案
件
へ
の
鋼
材
販
売
や
、

造
管
、
造
船
な
ど
の
大
型

構
造
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
タ
ー

の
風
力
分
野
へ
の
進
出
可

能
性
を
調
査
。
情
報
の
収

集
や
発
信
を
効
率
的
に
行

い
、
同
分
野
へ
の
鋼
材
ビ

ジ
ネ
ス
の
最
大
化
に
向
け

た
戦
略
を
遂
行
す
る
た

め
、
同
チ
ー
ム
を
発
足
し

た
。展

開
に
当
た
っ
て
の
窓

口
を
明
確
化
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

チ
ー
ル
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
や
同
社
グ
ル

ー
プ
会
社
と
の
連
携
強
化

に
結
び
付
け
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

鋼
材
貿
易
チ
ー
ム
の
人
員

は
3
人
で
、
海
外
で
の
販

売
を
手
掛
け
る
一
方
、
国

内
で
は
関
連
鋼
材
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
関
連
部
隊
に
提
供

し
、
拡
販
に
つ
な
ぐ
。
取

り
扱
う
製
品
は
、
厚
板
を

は
じ
め
、
鋼
管
、
薄
板
、

棒
線
と
関
連
品
種
を
広
げ

る
。台

湾
、
韓
国
の
洋
上
風

力
を
皮
切
り
に
、
今
後
は

国
内
外
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
へ
の
鋼
材
販

売
を
一
層
強
化
し
、
海
外

で
の
フ
ァ
ブ
な
ど
顧
客
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
鋼
材
加

工
の
Ｓ
Ｃ
Ｍ
構
築
を
検

討
。同
事
業
活
動
を
通
じ
、

Ｃ
Ｏ
2
削
減
な
ど
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
を
促
進

す
る
。 「

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
は
本
格
的
に

は
こ
れ
か
ら
。
単
に
顧
客
の

発
注
時
期
が
ず
れ
て
い
る
だ

け
で
あ
れ
ば
マ
イ
ナ
ス
影
響

は
短
期
間
に
と
ど
ま
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
悲
観
は
し

て
い
な
い
」
と
語
る
の
は
、

日
本
鋳
造
の
鷲
尾
勝
社
長
。

▽
…
同
社
は
コ
ロ
ナ
影
響

を
受
け
て
、
自
動
車
金
型
用

鋳
造
品
を
は
じ
め
一
部
の
分

野
で
受
注
が
大
き
く
落
ち
込

ん
で
い
る
も
の
の
、
半
導
体

装
置
向
け
市
場
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
が
少
な
く
、
概
ね
計
画

通
り
推
移
し
て
お
り
、
配
置

換
え
に
よ
る
従
業
員
の
有
効

活
用
で
一
時
帰
休
を
実
施
し

て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
、

在
宅
勤
務
を
主
体
と
す
る
テ

レ
ワ
ー
ク
制
度
を
導
入
し
て

お
り
、
感
染
予
防
・
感
染
拡

大
防
止
に
取
り
組
ん
で
い

る
。▽

…
「
本
社
従
業
員
を
対

象
に
し
て
い
る
在
宅
勤
務
比

率
は
現
行
3
割
程
度
。
今
後

こ
れ
を
高
め
て
い
く
が
、
対

面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
重
要
。
感
染
対
策
を
講

じ
な
が
ら
、
い
か
に
メ
リ
ハ

リ
の
効
い
た
業
務
設
計
に
見

直
し
て
い
く
か
が
課
題
に
な

る
」と
し
、新
し
い
働
き
方
を

に
ら
ん
だ
シ
ス
テ
ム
の
開
発

を
検
討
す
る
な
ど
、
試
行
錯

誤
す
る
日
々

が
続
く
。

▽
…
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
時

代
、
ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
時

代
に
向
け
た

新
た
な
試
み

も
ス
タ
ー
ト
し
た
。「
Ｗ
Ｅ
Ｂ

会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、

川
崎
工
場
で
顧
客
の
立
ち
会

い
検
査
を
行
っ
た
。
す
で
に

数
件
実
施
し
て
お
り
、
問
題

な
く
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
い

る
。
移
動
に
伴
う
感
染
リ
ス

ク
を
軽
減
で
き
る
ほ
か
、
検

査
時
間
を
比
較
的
自
由
に
設

定
で
き
る
」
と
顧
客
か
ら
も

好
評
を
得
て
い
る
。

▽
…
「
生
産
性
の
改
善
、

製
造
コ
ス
ト
の
引
き
下
げ
、

商
品
品
質
の
向
上
と
、
生
産

量
が
減
っ
て
も
、
や
る
べ
き

こ
と
を
着
実
に
実
行
し
て
い

く
」
と
強
調
す
る
鷲
尾
氏
。

い
か
な
る
環
境
下
に
置
か
れ

て
も
、
カ
イ
ゼ
ン
の
歩
み
を

止
め
な
い
決
意
を
垣
間
見

た
。

（
濱
）

技
研
製
作
所
（
本
社
＝

高
知
市
、北
村
精
男
社
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
経
済
産
業

省
が
公
募
し
た
「
新
グ
ロ

ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企

業
1
0
0
選
」（
機
械
・
加

工
部
門
）
に
認
定
さ
れ
た

と
発
表
し
た
。
同
社
の
サ

イ
レ
ン
ト
パ
イ
ラ
ー
が
、

油
圧
式
杭
圧
入
引
抜
機
の

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
9
割

超
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
こ
と

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、

今
後
も
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
企
業
と
し

て
貢
献
し
て
い
く
。

1
9
7
5
年
に
開
発
し

た
サ
イ
レ
ン
ト
パ
イ
ラ
ー

は
、
施
工
し
た
杭
上
を
自

走
す
る
た
め
作
業
用
仮
設

工
事
が
要
ら
ず
コ
ン
パ
ク

ト
で
、
狭
隘
地
や
頭
上
空

間
に
制
限
の
あ
る
現
場
で

も
施
工
可
能
。
施
工
実
績

も
世
界
40
以
上
の
国
と
地

域
に
広
が
っ
て
お
り
、
今

年
5
月
に
は
オ
ラ
ン
ダ
世

界
遺
産
の
運
河
に
お
け
る

護
岸
改
修
の
連
携
パ
ー
ト

ナ
ー
に
選
ば
れ
る
な
ど
、

着
実
に
活
躍
の
場
を
拡
大

し
て
い
る
。

今
回
、
選
定
に
当
た
っ

て
機
械
・
加
工
部
門
に
1

4
2
社
の
応
募
が
あ
り
、

選
定
委
員
に
よ
る
選
考
を

経
て
61
社
が
認
定
を
受
け

た
。
技
研
製
作
所
と
し
て

は
、
海
外
売
上
比
率
を
7

割
に
す
る
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

の
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、

Ｏ
Ｄ
Ａ
案
件
な
ど
を
含
め

て
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
加

速
さ
せ
て
い
る
。
今
後
も

圧
入
で
し
か
生
み
出
せ
な

い
価
値
を
提
供
し
、
普
及

拡
大
に
力
を
入
れ
る
。

中
部
鋼
鈑
は
こ
の
ほ

ど
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全

面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
＝

写
真
。

シ
ン
プ
ル
で
分
か
り
や

す
い
デ
ザ
イ
ン
と
し
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
携
帯

端
末
の
表
示
に
も
対
応
。

携
帯
端
末
か
ら
の
閲
覧
待

ち
時
間
が
短
く
な
る
よ
う

設
計
変
更
し
て
、
利
便
性

向
上
を
図
っ
た
。
Ｉ
Ｒ
や

Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
情
報
を
充
実
さ

せ
た
ほ
か
、
新
た
に
購
買

情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
へ
の
情
報

提
供
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
向
上
を
図
っ
て
い

る
。

全
国
鉄
鋼
販
売
業
連
合

会
（
会
長
＝
阪
上
正
章
・

清
和
鋼
業
社
長
）
は
創
立

50
周
年
記
念
式
典
と
祝
賀

会
の
中
止
を
決
定
し
た
。

当
初
は
本
年
6
月
に
東
京

で
開
か
れ
る
予
定
だ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
を
受
け
て
開

催
す
る
か
を
検
討
し
て
き

た
。
現
在
も
新
規
感
染
者

が
多
数
確
認
さ
れ
て
お

り
、
全
国
か
ら
会
員
を
招

く
に
は
安
全
面
な
ど
か
ら

年
内
で
の
開
催
は
困
難

で
、
来
年
へ
の
持
ち
越
し

も
時
機
を
逸
す
る
と
判
断

し
た
。

先
月
の
全
鉄
連
常
任
理

事
会
で
決
め
た
。

6
月
19
日
に
は
都
道
府

県
を
ま
た
ぐ
移
動
制
限
は

解
除
さ
れ
た
も
の
の
、
東

京
で
の
新
規
感
染
者
は
9

日
に
は
2
2
4
人
に
も
達

し
、
い
ま
だ
多
数
確
認
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
加

味
し
、
50
周
年
式
典
、
祝

賀
会
は
�
3
密
�
を
避
け

る
意
味
か
ら
も
、
開
催
は

相
応
し
く
な
い
と
し
て
中

止
と
し
た
。

5
月
の
重
仮
設
リ
ー
ス

資
材
稼
働
率
（
12
社
）
の

総
計
は
、
前
月
比
1
・
3

㌽
減
の
52
・
9
％
と
4
カ

月
連
続
で
低
下
し
た
。
賃

貸
売
上
高
は
6
・
0
％
減

の
56
億
2
8
0
0
万
円
と

2
カ
月
連
続
で
減
少
し
、

不
需
要
期
入
り
が
鮮
明
と

な
っ
て
い
る
。

前
年
同
月
と
の
比
較
で

は
、
稼
働
率
が
2
・
9
㌽

減
と
な
り
13
カ
月
連
続
で

低
下
。
賃
貸
売
上
高
は
5

・
3
％
減
と
な
っ
た
。
た

だ
、
現
段
階
で
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
る
重
仮
設
業
へ
の

影
響
は
少
な
く
「
元
々
、

需
要
環
境
は
後
退
局
面
に

あ
っ
た
」（
重
仮
設
リ
ー
ス

業
幹
部
）
と
い
う
。

主
要
4
品
種（
鋼
矢
板
、

Ｈ
形
鋼
、
鋼
製
山
留
、
覆

工
板
）
の
稼
働
率
は
、
全

品
種
が
前
年
同
月
比
、
前

月
比
と
も
に
低
下
し
た
。

品
種
別
の
5
月
稼
働
率
は

次
の
通
り
（
①
前
年
同
月

比
②
前
月
比
）。

▽
鋼
矢
板
＝
48
・
5
％

（
①
2
・
9
㌽
減
②
0
・

6
㌽
減
）
▽
Ｈ
形
鋼
＝
49

・
7
％
（
①
0
・
5
㌽
減

②
4
・
7
㌽
減
）
▽
鋼
製

山
留
＝
55
・
7
％
（
①
3

・
5
㌽
減
②
0
・
4
㌽

減
）
▽
覆
工
板
＝
64
・
3

％
（
①
4
・
3
㌽
減
②
1

・
2
㌽
減
）

東
京
鉄
鋼
販
売
業
連
合

会
の
構
成
団
体
で
あ
る
東

京
鋼
板
シ
ヤ
ー
組
合
（
会

長
＝
鈴
木
正
通
・
鈴
木
鋼

材
社
長
）
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
現

状
を
踏
ま
え
、
毎
年
恒
例

の
暑
気
払
い
を
今
年
は
中

止
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

都
内
の
有
名
焼
き
肉
店
を

貸
し
切
り
に
し
て
行
う
参

加
率
の
高
い
人
気
行
事
だ

が
、
会
員
の
安
全
確
保
の

観
点
か
ら
、
中
止
が
妥
当

と
判
断
し
た
。

秋
の
恒
例
行
事
で
あ
る

家
族
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
家

族
慰
安
の
夕
べ
」
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
開
催
可
否

を
検
討
中
だ
が
、「
年
内
の

行
事
に
つ
い
て
は
開
催
見

送
り
と
な
る
可
能
性
が
高

い
」（
鈴
木
会
長
）
と
し
て

い
る
。

淀
川
製
鋼
所
は
、
取
締

役
・
執
行
役
員
に
対
す
る

本
年
7
月
発
行
新
株
予
約

権
（
株
式
報
酬
型
ス
ト
ッ

ク
オ
プ
シ
ョ
ン
）
の
割
り

当
て
に
つ
い
て
発
表
し

た
。
募
集
新
株
予
約
権
は

82
個
（
取
締
役
44
個
・
取

締
役
を
兼
務
し
な
い
執
行

役
員
38
個
）。付
与
株
式
数

は
2
0
0
株
。
役
員
に
対

し
業
績
向
上
へ
の
貢
献
意

欲
や
士
気
を
高
め
る
と
と

も
に
、
株
主
重
視
の
経
営

の
一
層
の
推
進
が
目
的
。

9―5月期連結決算
(単位 :100万円、中段は前年同期、下段は通期予想）

売上高 営業利益 経常利益 純利益
技研製作所
19,091 2,404 2,639 1,704

20,063 3,174 3,233 2,231

24,500 2,200 2,450 1,350

新しい働き方試行錯誤

鷲尾勝氏
日本鋳造社長

無
公
害
杭
圧
入
引
抜
機
「
サ
イ
レ
ン
ト
パ
イ
ラ
ー
」


